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Ⅰ . は じめに
身近で 起こ つ て い る様々な環境問題の多く故地表面における水収支 ･ 熱収支の 変化の 結果亀たらされ
たもの で ある ｡ 人間精勤による水収支 ･ 熱収支の変化は局地的な環境変化 (例えば ､ 都市型洪水､ ヒ ー
トア イラ ン ド､ 等) を引き起こ すが ､ こ の ような変化がより広い ス ケ ー ル の環境にどの ように彰♯を及
ぼすか ､ という問題は地球環境の将来を見通すために早急に解決する必要がある重安な裸題である ｡
蒸発散丘8ま水収支式と熟収支式の 両方に現われる項で ､ その変化さま地域の環境形成に重要な役割を果
たすo 広域の蒸発散I を求めるには飽差の分布を知る ことが重要である｡ 現在､ 一 般気革戟湘軍索とし
て気温､ 風速､ 日照時間に関してさまアメ ダス があり､ 環境･)モ ー トセン シン グ研究セ ンタ ｢ で もリアル
タイ ムで 受借して い る(ウげ - =ユ ー ス
○
株式会 祁 eple r気象情報安倍装置) o
.
しか し湿度は各節遭府県に赦ケ
所の 観測点しかない ｡ そ こで ､ 飽差を決定する湿度の 分布を高密度で 得ることが G P S気象学 ヘ の 期待
のひ とつ である ｡ 水蒸気情報の環境科学 . 水文学 ヘ の 応用には多々考えられるが ､ 最初に可降水Jtデ ー
タから どの 程度の精度で 地上水蒸気圧 を求めるこ とがで きる れ という点につ い て 検討してみた ｡
ⅠⅠ. 可降水丑 と地上水蒸気圧の 粥係
図 - 1と国 - 2 は日本樺準時で 9時と2 1時に行われるゾ ンデ観測デ ー タによる可降水Jt観測値と地
上 に 剖ナる水蒸気圧を1月と7月に つ い て プロ ッ トした囲である｡ デ ー タ ソ ー ス として吐気象業務支度
セ ンタ ー か らCD-ROHとして販売されて いる1995年版高層気象観測年報を用い患｡ 1月は両者の 相関姓良
好で あるが , 7月 に 剖ナる相関は高 い とさま膏えない c なお ､ 9時と2 1時の観潮償a)シ ン ボル を変えて.
プ ロ ッ トしたが ､ 親潮時間による系統的な差旺小 さい ｡
園 - 3は月平均値 として の 可降水丘 と水蒸気圧 の 関係である ｡ 囲 - 1､ 2 の 瞬間値と比戟して両者の
相関は飛席的に改善されて い る こ とがわか る｡ 可降水克 と水蒸気圧の相関姓夏期 に若干落ちるが ､ 全体
として1･ 4hPa程度の 無蓋で 月 平均可降水量 から月平均水蒸気圧 の推定が可億であ るこ とがわ かる｡
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ⅠⅠⅠ. ま とめ と考察
面降水丑 と地上 における水蒸気圧 の 関係を高層気
象親潮デ ー タを用 い て検射した Q 両者の 関係は良好
で あるが , 某期に相関が小さくなるこ とが明らかに
な っ た ｡ 年間を通 じて瞬間値と して3.5hPa､ 月平均
値として は1.4hPa程度の 誤差で可 降水量か ら地上水
蒸気圧の推定が可能で ある｡ 誤差には地域的な偏り
が務められるが( 国- 4､ 5)､ その理 由につ い て 姓
今後の検討課魔で ある ｡
地上水蒸気圧 の推定誤差による蒸発散丑の推定誤
差をPezn a n故に基づ い て 就弄してみ る｡ 夏期を仮定
した気象デ T タを気温27. 1℃､ 風速2n/s､ 日照率
47.6%､ 相対湿度73% (水蒸気圧26.2hPa) とすると
蒸発散I 計井値は3.86zu/血yとな っ た ｡ 入力デ
ー タ
旺東京の 8 月の 平年値に相当する｡ な各 ､ ア ル ベ ド
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固 - 3 月平 均した可降水Jt と地上水蒸気圧
の 関係
は20Xとして計井した ｡
次に地上水蒸気圧を2hPa増減させると蒸発散丑は3.77- 3.95m/dayとなり-､ 概ねO.l皿/day程度の 執
差で蒸発散丑を計井する こ とが可能と い える . 醗闇値で 推定 した場合の 7月の標準執差で ある4･之hPaを
誤差として 与 える と蒸発散Jt書ま3.66- 4.0511/dayとなり､ こ の 壕合で も約0･2m/dayの 誤差で 蒸発散畳を
推定で きるこ とになる ｡
計辞 :研究の機会を与えて 頂い た国立天文台の内藤和夫博士 に感謝い た します｡
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図 - 4 月平均値につ いて 求めた地上水蒸気
圧推定式 ( 図- 3) に よる推定値と
実珊債の差 . 1月の 分布を示 す･
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図 - 5 月平均値に つ い て求めた地上水蒸気
圧推定式 (Eel- 3) による推定値と
一 実測値の 差 . 7月の分布を示す･
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